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等級比率 

※2021年9月15日現在の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

―ＴＡＣ information―  

ＪＡ京都中央 ２０２1年 9月２1日 №567 吉田 真依 

格付けを下げた主な理由は、低温・日照不足等による未熟（充実の不十分）な粒で粒表面に葉緑素が残

り、緑色をした青未熟や、カメムシ類の被害による斑点米の混入によるものでした。今年も斑点米カメムシ類

の発生が多く見られます。圃場内のカメムシ類の発生状況を確認し、防除することが大切です。 

また、今年は 8月後半から秋晴れが続き、夜は涼しく昼夜の寒暖差が大きかったため、米にとっては良い環

境で成熟することができたのではないかと考えられます。 

 

 2021 年産米の刈取時期について 

 

検査数量 124袋／30ｋｇ 

１等：59袋（47.6％） 

２等：62袋（50％） 

３等：3袋（2.4％） 

 

カメムシ被害にあった斑点米の写真↓ 

 

 

 

９月 15 日（水）、2021 年度産米で管内初となる農産物検査（契約外米）を大原支店前で実施しまし

た。検査を行った品種は、早生品種の「コシヒカリ」「キヌヒカリ」で、今年の８月は昨年と比べて気温の低

い日が多かったため、高温による影響はほぼ見られませんでしたが、少し刈取り時期が早いなど、「青未熟

粒」が見られました。 

1等のコシヒカリの 

サンプル写真↓ 

 

 8月に続き、9月の気温についても、昨年と比較すると低く推移しています。 

 昼夜の寒暖差も大きく、お米が登熟するにあたっては、よい環境ではない

かと考えますが、昨年と同時期の刈取では、少し早い可能性があります。 

収穫期については、１穂の８５～９０％程度が黄変したした頃ですので、

圃場をしっかりと確認してください。 
※参考…8月 25日～9月 20日までの積算温度、約 700度。刈取適期は約 1,000度） 

※平成 22年は、高温障害により 1等比率が非常に低下した年 



 


